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文
化
庁
の
文
化
審
議
会
は
、こ
の
ほ
ど
国
の
史
跡
指
定
に
つ
い
て
の
答
申
を
出
し
、

水
口
町
に
あ
る
「
水み

な

口く
ち

岡お
か

山や
ま

城じ
ょ
う

跡あ
と

」
が
新
規
で
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
城
跡
の
調
査
で
は
当
時
の
石
垣
が
見
つ
か
り
、
多
く
の
瓦
も

出
土
し
、
豊
臣
政
権
の
拠
点
と
し
て
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

豊
臣
政
権
の
拠
点
城
郭

�

「
水
口
岡
山
城
」

　

水
口
岡
山
城
は
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
年
）、
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
命
に
よ
っ

て
築
城
さ
れ
、
東
海
道
を
眼
下
に
見
据
え

る
立
地
か
ら
、
秀
吉
の
天
下
統
一
に
お
け

る
東
国
制
覇
の
足
掛
か
り
の
城
と
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
五
奉
行
」
に

名
を
連
ね
る
増ま

し

田た

長な
が

盛も
り

・
長な

束つ
か

正ま
さ

家い
え

が
城

主
と
な
り
、
豊
臣
政
権
の
拠
点
城
郭
と
し

て
機
能
し
ま
す
。
し
か
し
、
関
ヶ
原
の
戦

い
の
後
、
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
廃
城
と
さ

れ
、
江
戸
時
代
に
は
水
口
藩
の
御
用
林
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
通
称
「
城
山
」
と
呼
ば
れ
、
市

民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
山
中
に
残
る
石

垣
な
ど
の
遺
構
か
ら
当
時
の
面
影
が
偲
ば

れ
ま
す
。

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
城
の
姿

　
史
跡
指
定
に
向
け
た
調
査
に
よ
っ
て
城

の
中
枢
部
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
主し

ゅ

郭か
く

部ぶ

（
通
称
「
本
丸
」）
の
両
端
に
は

構
造
が
異
な
る
櫓

や
ぐ
ら

台だ
い

が
あ
り
、そ
こ
に
あ
っ

た
瓦
葺
建
物
に
使
わ
れ
た
瓦
も
異
な
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東ひ

が
し

櫓や
ぐ
ら

台だ
い

の

周
辺
で
は
大お

お

溝み
ぞ

城じ
ょ
う（

高
島
市
）
か
ら
転
用

さ
れ
た
瓦
も
多
数
出
土
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
郭
部
の
周
囲
に
は
石
垣
が
め

ぐ
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

市
内
で
４
つ
目
の
国
史
跡
へ

　
現
在
の
水
口
地
域
の
基
盤
は
、
水
口
岡

山
城
の
築
城
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
そ
の

後
、
江
戸
時
代
の
水
口
宿
と
し
て
栄
え
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
水
口
岡
山

城
跡
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
城
跡
が
紫し

が
ら
き
の
み
や

香
楽
宮
跡あ

と

・
垂た

る

水み

斎さ
い

王お
う

頓と
ん

宮ぐ
う

・
甲こ

う

賀か

郡ぐ
ん

中ち
ゅ
う

惣そ
う

遺い

跡せ
き

群ぐ
ん

に
次

い
で
、
４
つ
目
の
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

す
。
豊
臣
政
権
を
支
え
た
拠
点
と
し
て
の

歴
史
的
背
景
に
加
え
、
石
垣
や
堀ほ

り

切き
り

な
ど

の
城
の
遺
構
が
良
好
に
残
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
城
跡

は
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
活
用

　
水
口
岡
山
城
跡
に
つ
い
て
は
、
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
後
、「
保
存
活
用
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
に
重
要

な
遺
跡
を
将
来
に
わ
た
っ
て
適
切
に
保
護

し
、
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
に
史
跡
の
保

存
に
関
わ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
で
、
今

後
の
水
口
岡
山
城
跡
の
活
用
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。
計
画
を
策
定
し
た
後
、
石

垣
の
修
復
な
ど
文
化
財
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
城
跡
の
整
備
を
行
い
、
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
よ

う
事
業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

よ
み
が
え
れ
水
口
岡
山
城

　
市
の
歴
史
資
産
で
あ
る
水
口
岡
山
城
を

活
用
し
た
取
り
組
み
が
、
一
般
社
団
法
人

水
口
岡
山
城
の
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

団
体
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
城
山

山
頂
で
バ
ル
ー
ン
に
よ
る
模
擬
天
守
閣
の

設
置
、
城
跡
や
城
下
町
の
街
並
み
を
感
じ

る
旧
東
海
道
の
散
策
、
市
が
開
催
す
る
歴

史
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催
な
ど
市
民
の
皆
さ

ん
が
水
口
岡
山
城
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
国
史
跡
指
定
を
受
け
、
水
口
岡

山
城
の
魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
し
、
観
光

の
活
性
化
や
郷
土
愛
の
醸
成
を
め
ざ
す
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
国
史
跡
と
は

　
史
跡
と
は
、
歴
史
上
ま
た
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
を
指
し
ま
す
。
文
化
財
に
は
、「
有

形
文
化
財
」、「
無
形
文
化
財
」
等
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
史
跡
は
名
勝
や
天

然
記
念
物
と
同
じ
分
類
の
「
記
念
物
」
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
史
跡
の
中
で
も
、
特
に
重

要
で
保
護
の
必
要
な
も
の
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
拠
点

水
口
岡
山
城
跡
が

�

国
指
定
史
跡
に

▲主郭部の北面に残る石垣▲上空から見る水口岡山城跡と城下町

▲大溝城から転用された瓦

▲東櫓台から出土した揚羽蝶文鬼瓦▲城山にそびえるバルーン水口岡山城

歴
史
文
化
財
課　
☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

問
い
合
わ
せ
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社
会
教
育
課　
青
少
年
育
成
係

☎
８
６‐８
０
２
２
／

８
６‐８
３
８
０

問
い
合
わ
せ

大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局

☎
６
２‐０
２
５
９

人
権
推
進
課
人
権
政
策
係

☎
６
５‐０
６
９
４
／

６
３‐４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

『
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
未
来
へつ
な
げ
よ
う

�

　
違
い
を
認
め
合
う
心
～
』

　
12
月
4
日
～
10
日
は
、人
権
週
間
で
す
。

期
間
中
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
や
、
街
頭
啓
発
・
巡
回
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

西に
し
む
ら村　

泰や
す

雄お　
（
水
口
町
新
城
）

田た

中な
か

美み

よ

こ
代
子　
（
水
口
町
宇
川
）

竹た
け

﨑ざ
き　

文ふ
み

雄お　
（
水
口
町
泉
）

福ふ
く

井い

世せ

つ

こ
津
子　
（
水
口
町
東
名
坂
）

殿と
の

城し
ろ　

和か
ず

美み　
（
水
口
町
山
）

前ま
え

田だ

喜き

志し

江え　
（
土
山
町
北
土
山
）

福ふ
く
や
ま山　

芳よ
し

夫お　
（
土
山
町
徳
原
）

村む
ら

木き

す
み
子こ　
（
土
山
町
黒
川
）

一い
ち
み
や宮　

祥し
ょ
う
こ子　

（
甲
賀
町
小
佐
治
）

冨と
み
や
ま山　

朝と
も

司じ　
（
甲
賀
町
油
日
）

大お
お
ば
や
し

林　
鉃て

つ

男お　
（
甲
賀
町
高
野
）

八は
ち

里り　
良よ

し

子こ　
（
甲
南
町
森
尻
）

宮み
や

木き

美み

智ち

代よ　
（
甲
南
町
杉
谷
）

山や
ま

本も
と　

　
洋ひ

ろ
し　

（
甲
南
町
深
川
）

中な
か
に
し西　

秀ひ
で
の
り則　

（
信
楽
町
中
野
）

黄き

せ瀬　
忠た

だ

幸ゆ
き　

（
信
楽
町
宮
町
）

今い
ま

井い　
百ゆ

合り　
（
信
楽
町
長
野
）

受章おめでとうございます
平成２８年秋の叙勲、第２７回危険業務従事者叙勲で市内から次の４人が受章されました。

　公立小学校の教諭として、主に美術や道徳教
育の指導・充実に尽力されました。　
　また、信楽町教育委員会事務局学校教育課
長として教員の指導力向上に寄与され、滋賀県
小学校教育研究会会長時には、新しい教育課程
に基づく学校経営にも取り組まれました。退職
後は、甲賀町教育委員会教育長として、町教育
行政の推進に貢献されました。

　昭和４０年４月に滋賀県巡査を拝命。４０年の
長きにわたり警察職務に精励され、主に地域警
察部門や高速道路交通警察隊において活躍さ
れました。
　鋭敏な感覚と的確な職務質問により近畿一円
にわたる自動販売機などを狙った広域窃盗事件
の被疑者を発見検挙するなど多くの業績を収め
られました。

　昭和４２年４月に消防士を拝命。昭和５５年４月
に滋賀県消防学校に派遣され、教官として消防
署員・団員の育成に精励されました。また、平
成３年に発生した信楽高原鐵道列車事故では、
傷病者の受入病院の手配や消防団の要請など
関係機関との調整にその手腕を発揮されまし
た。平成１９年４月に消防長に就任し、消防職員
の処遇改善にも尽力されました。

　昭和４８年４月に消防士を拝命。甲賀郡第二
消防署勤務時は、予防担当者として、事業所に
対する危険物規制や消防用設備等の指導に取り
組まれました。また、信楽消防署長在任時には、
積極的に予防査察を実施するなど、目まぐるし
く変化する予防業務に的確に対応できる職員の
指導育成に尽力されました。

秋の叙勲
瑞宝双光章

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

藤
ふじ む ら

村稔
みのる

氏（甲賀町相模）

片
か た

伯
か べ

部隆
た か み つ

光氏（甲南町深川）

長
お さ

栄
え い い ち ろ う

一郎氏（水口町今郷）

廣
ひ ろ

田
た

清
きよし

氏（甲南町耕心）

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）

甲
賀
市
成
人
式

■
期
日　
平
成
29
年
1
月
8
日（
日
）

■
会
場　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

■
対
象

　
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成
9

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

■
日
程
／

・
開
場
・
受
付　
13
時
30
分

・
第
1
部　
記
念
式
典

　
14
時
～
14
時
30
分
予
定

・
第
2
部　
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
～
新
成
人
の
集
い
～

　
14
時
30
分
～
16
時
予
定　

◦�

参
加
対
象
と
な
っ
て
お
ら
れ
る

方
へ
は
個
別
に
招
待
状
は
送
付

し
ま
せ
ん
が
、
対
象
の
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。（
市
外
在
住
者
も
可
）

◦�

当
日
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◦�

本
人
以
外
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
付

き
添
い
が
必
要
な
場
合
は
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
主
催
／
甲
賀
市　
甲
賀
市
教
育

委
員
会　
成
人
式
実
行
委
員
会

　
第
6
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
が

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
岩
永
市
長
が

「
こ
の
た
び
の
選
挙
で
、
第
2
代

の
甲
賀
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
檀
上
に
立
ち
、
改

め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
常
に
市
民
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
市
民
目
線
を

大
切
に
し
て
市
民
の
暮
ら
し
の
充

実
と
市
政
の
発
展
の
た
め
に
全
力

で
取
り
組
み
、
任
期
4
年
間
で
確

実
に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い

く
こ
と
を
皆
様
に
固
く
お
約
束
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
市

政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
①
市
民

対
話
を
基
本
に
お
い
て
進
め
て
い

く
、
②
人
口
減
少
を
止
め
、
合
併

時
の
目
標
で
あ
っ
た
10
万
人
都
市

を
め
ざ
し
て
い
く
、
③
子
育
て
施

策
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
く
、

④
産
業
振
興
に
よ
り
財
源
の
確
保

を
進
め
る
と
い
う
4
つ
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
取
り
組
み
を
精
力

的
に
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
願
い
を
一
つ
ひ
と
つ
、
着

実
に
具
体
化
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。」
と
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　

市
が
提
案
し
、
審
議
、
承
認
、

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ま
た
、選
挙
5
件
が
執
行
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10

日
の
第
6

回
甲
賀
市

議
会
臨
時

会
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
議
員
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
議
長
の
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
与
え
ら
れ
ま
し
た
職
責
を
全

う
す
べ
く
専
心
努
力
、
頑
張
ら
せ
て

い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

議
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
市
の
意

思
決
定
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
市
行

政
の
監
視
機
能
、
政
策
提
案
機
能

を
今
ま
で
以
上
に
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
議
案
審
議
の
充
実
、
議
員
間

の
討
議
・
議
論
を
さ
ら
に
活
性
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

合
併
後
12
年
、
町
政
の
時
代
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
議
会
運
営
の

手
順
、
慣
習
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

よ
り
議
会
が
活
性
化
し
、
言
論
の
府

と
し
て
活
発
化
す
る
た
め
に
、
議
会

運
営
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
た
め
に
な
る
結
論
を
導
き

出
す
、
合
議
を
図
れ
る
議
会
へ
と
少

し
で
も
歩
を
進
め
る
た
め
に
27
人
の

議
員
の
英
知
を
結
集
し
て
、
主
義
主

張
、
理
念
の
違
い
を
包
含
し
な
が
ら

も
共
に
歩
め
る
、
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
へ
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
甲
賀
市
議
会
に
対
し
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ�

甲
賀
市
議
会
議
長　

的
場　

計
利

■
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

　
甲
賀
市
監
査
委
員

　
白し

ら
さ
か坂

萬ま

里り

こ子

■
補
正
予
算

・�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

■
そ
の
他

・�

財
産
の
取
得
に
つ
き
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
新
庁
舎

備
品
購
入
）

■
選
挙
（
敬
称
略
）

・�

議
長　
　
的ま

と

場ば　
計か

ず
と
し利

・�

副
議
長　
森も

り
し
ま嶋　

克か
つ

已み

・�

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員　
岩い

わ
な
が永　

裕ひ
ろ

貴き

・�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
松ま

つ
や
ま山　

　
仁ひ

と
し　

　
杉す

ぎ
も
と本

喜き

く

お
久
雄

　
平ひ

ら

尾お　
照て

る

子こ　
　
山や

ま
か
わ川　

雅ま
さ

代よ

・�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
下し

も
か
わ川　

　
昻た

か
し　

　
大お

お
に
し西　

和か
ず

代よ

　
塗ぬ

り

矢や　
昭あ

き

夫お　
　
田た

村む
ら　

勝か
つ

代よ

平
成
28
年

第
6
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会

▲所信表明を行う岩永市長
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契約検査課　☎６５-０６７８／ ６３-４６２７
問い合わせ

職員課　給与係　☎６５-０６６８／ ６３-４５６１
問い合わせ

　市が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント等、役務提供および物品供給等の競争参加資格審査申請の受
付を下記のとおり行います。申請書書式、添付書類等の詳細は、提出要項（市ホームページに掲載、契約検査課お
よび旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民センターで配布中）をご覧ください。

●市内業者及び準市内業者の受付は次のとおりです。�
　（注）市内業者：本店が市内にある業者�／�準市内業者：支店または営業所が市内にある業者

建設工事 測量・建設コンサルタント等 物品役務等

受付期間（郵送不可） 平成29年1月25日（水）・26日（木） 平成29年1月18日（水）・19日（木） 平成29年1月11日（水）・12日（木）

受付場所 水口庁舎３階　第２会議室 水口庁舎１階　契約検査課

受付時間 ９時～１６時（１１時３０分～１３時３０分除く）

有効期間 １年間 １年間（中間年）

※市外業者の受付については、市ホームページ掲載の提出要項をご覧ください。

区　分

甲賀市 国

決定
初任給

採用２年
経過日

給料月額
決定

初任給
採用２年
経過日

給料月額

一
般
行
政
職

大学卒 176,700円 188,600円 176,700円 188,600円

短大卒 157,300円 168,800円 157,300円 168,800円

高校卒 144,600円 153,000円 144,600円 153,000円

区　分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一
般
行
政
職

大学卒 247,891円 297,460円 346,370円

短大卒 225,118円 270,786円 317,014円

高校卒 209,700円 249,300円 295,700円

8 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年4月1日現在普通会計）

5 職員手当の内容（平成27年度）

7 職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在普通会計）

区分 甲賀市

期
末
・
勤
勉
手
当

（支給割合）
期末 勤勉 計

6月期 1.225月分 0.750月分 1.975月分
12月期 1.375月分 0.850月分 2.225月分

計 2.600月分 1.600月分 4.200月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

扶
養
手
当

（支給額）
配偶者 13,000円

扶養親族 6,500円
（配偶者がない場合の１人目） (11,000円)

満16歳になる年度から
満22歳になる年度末まで 加算�5,000円

住
居
手
当

（支給額）� （月額）
借家・借間（最高限度） 27,000円

通
勤
手
当

（支給額）
公共交通機関利用（最高限度）　　55,000 円／月
交通用具使用（月額）

距離（片道） 金額
2km未満 －

2km以上5km未満 2,000円
5km以上10km未満 4,200円
10km以上15km未満 7,100円
15km以上20km未満 10,000円
20km以上25km未満 12,900円
25km以上30km未満 15,800円
30km以上35km未満 18,700円
35km以上40km未満 21,600円
40km以上45km未満 24,400円
45km以上50km未満 26,200円
50km以上55km未満 28,000円
55km以上60km未満 29,800円

60km以上 31,600円

6 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成28年4月1日現在普通会計）

区分

一般行政職
653名 医療職　29名 技能労務職

24名
平均給料

月額
平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

普通
会計 312,879円 41歳

1月 302,697円 40歳
4月 291,925円 52歳

2月

　
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
2
の
規
定
並
び
に
甲
賀
市
人
事
行
政
の

運
営
等
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
市

職
員
の
給
与
、
人
数
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
内
容
の
ほ
か
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

１ 部門別職員数の増減とその主な理由（各年４月１日現在）

部 門 平成27年度 平成28年度 増減 主な増減理由

普
通
会
計

一
般
行
政

議 会 6� 6� 0�
総 務 企 画 153� 152� -1� 業務の合理化
税 務 38� 36� -2� 業務の合理化
民 生 238� 231� -7� 退職不補充、再任用職員の配置
衛 生 42� 36� -6� 業務の合理化、民間委託
労 働 3� 3� 0�
農 林 水 産 32� 30� -2� 嘱託職員の配置
商 工 11� 12� 1� 業務量の増加
土 木 55� 56� 1� 業務量の増加
小 計 578� 562� -16�

特
別
行
政

教 育 143� 144� 1� 業務量の増加
消 防 0�
小 計 143� 144� 1�

公
営
企
業
等
会
計

病 院 77� 79� 2� 業務量の増加
水 道 24� 22� -2� 業務の合理化
下 水 道 20� 21� 1� 業務量の増加
そ の 他 47� 48� 1� 業務量の増加
小 計 168� 170� 2�
合　計 889� 876� -13�

（単位：人）

人件費
16.9％

その他支出

一般
職員

市長、
副市長、
教育長
議員
各種委員

2 人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

年度 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率 
（Ｂ／Ａ）

Ｈ27 371億6,800万3千円 62億6,730万1千円 16.9%

人件費の内訳
一般職員に関する人件費 52億7,005万6千円
市長、副市長、教育長 3,626万円
議員に関する人件費 2億1,571万8千円

各種委員に対する人件費 7億4,526万7千円
合　　　計 62億6,730万1千円

（注）対象者は、1部門別職員数の合計のうち普通会計に属する職員です。

（注）特別行政の教育欄は教育委員会事務局職員の人数であり、市内小中学校の教員は含まれません。

3 職員給与費の状況（平成27年度普通会計決算）
●給与費

職員数（Ａ）
給　　与　　費 一人当たり 

給与費 
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

677人 26億2,544万6千円 4億2,642万4千円 9億9,638万8千円 40億4,825万8千円 598万円64.9％ 10.5％ 24.6％ 100.0％
（注）１職員手当には退職手当を含みません。�
　�　�２対象者は、普通会計に属する職員で年間無給休業者等（25人）を除きます。�

●共済費

（注）�１共済費とは一般企業の社会保険料、労働保険料にあたるものです。� �
��２共済費には休業者（25人）を含みます。� �
���３甲賀市は滋賀県市町村職員退職手当組合に加入し、退職金は退職手当組合から支給しています。

職員数（Ａ）
共　　済　　費 一人当たり 

共済費 
（Ｂ／Ａ）

地方公務員
共済組合負担金

公立学校共済
組合負担金

市町村職員
互助会負担金

退職手当組合
負担金

地方公務員
災害補償基金

負担金
計（Ｂ）

702人 7億9,865万6千円 2,882万4千円 909万1千円 3億7,944万2千円 578万5千円 12億2,179万8千円 174万円

4 職員手当の状況（平成27年度普通会計決算）

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当 特殊勤務
手当

時間外
勤務手当

休日勤務
手当

夜間勤務
手当

宿日直
手当 管理職手当 合計

6,178万9千円 2,678万4千円 2,294万4千円 5,738万円 27万1千円 1億2,741万円 51万3千円 2万6千円 567万2千円 1億2,363万5千円 4億2,642万4千円

給料
50%

手当
8%

期末勤
勉手当
19%

共済費
23%

市
職
員
の
給
与

�
人
数
等
の
状
況

平成２９年度入札参加資格審査申請受付のご案内
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◦
登
録
で
き
る
方

　

�

甲
賀
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
ま
た

は
本
籍
が
あ
る
方

◦�

登
録
窓
口　
市
民
課
お
よ
び
旧
支
所
で

あ
る
土
山
、
甲
賀
大
原
、
甲
南
第
一
、

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
登
録
に
必
要
な
も
の

　
・�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
顔
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

　
・
印
鑑

　
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
自
動
交
付
機
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
対
応
の
機
種
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
4
月
1
日
以
降
の
自
動
交
付
機
の
利
用
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
か
ら
交
付
ま
で
約
1
カ
月
半
程
度
か

か
り
ま
す
。

4
月
1
日
以
降
の「
こ
う
か
市
民
カ
ー
ド
」

の
利
用
に
つ
い
て

・
自
動
交
付
機
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・�

窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の

申
請
の
際
は
使
用
で
き
ま
す
。

証
明
書
の
不
正
取
得
を
防
ぐ「
本
人
通
知
制
度
」に
登
録
を

４
月
１
日
か
ら
住
民
票
等
の
自
動
交
付
機
で

「
こ
う
か
市
民
カ
ー
ド
」は
利
用
で
き
ま
せ
ん

市
民
課　
☎
６
２‐４
２
７
２
／

６
５‐６
３
３
８

問
い
合
わ
せ

市
民
課　
☎
６
２‐４
２
７
２
／

６
５‐６
３
３
８

問
い
合
わ
せ

　
本
人
通
知
制
度
と
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
書
の
不
正
取
得
を
な
く
す

た
め
、
市
役
所
が
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
そ
の
事
実
を
ご
本
人
に
郵
送
で
お

知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　
年
末
年
始
の
自
動
交
付
機
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め

12
月
29
日（
木
）か
ら
1
月
3
日（
火
）ま
で
終
日
利
用
停
止
と
な
り
ま
す
。

いい
情報交

流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

6969ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

　伊賀線開業100周年
特別企画として、鳥取
県にある若

わか

桜
さ

鉄道㈱社
長の山

やま

田
だ

和
かずあき

昭さんによ
る講演会を開催します。
山田さんは、「ピンクの
ＳＬ」やバイク製造会
社とコラボしたラッピング列車など、鉄道の活性化
を通した地域貢献に取り組まれています。
　講演会の後には、市民バンドや学生がクリスマス
ソングの演奏などを行う「クリスマスコンサート」
を行います。その他、上野市駅では「駅イルミネー
ション」を実施していますので併せてお楽しみくだ
さい。
�
と 　 き　�12月23日（金・祝）15時30分～講演会、

17時～クリスマスコンサート� �
※駅イルミネーションは12月1日～25日まで

と こ ろ　�ハイトピア伊賀５階　多目的大研修室
アクセス　�伊賀鉄道上野市駅から徒歩約２分
問 合 先　�伊賀市交通政策課　☎0595-22-9663

／ 0595-22-9852� �
伊賀鉄道㈱総務企画課　☎0595-21-0863

亀山べにほまれ紅茶 伊賀線開業100周年記念講演会
＆クリスマスコンサート

～復活プロジェクトから生まれた最高グレード～ ～地域活性化のヒントがいっぱい～

亀山市 伊賀市

　バラのような芳
香と心地よい渋み
が味わえる、日本初
の紅茶品種「亀山
べにほまれ紅茶」。
　昭和40年代には
一度姿を消し、その
後奇跡的に残って
いた茶園を手入れ
して復活させまし
た。そのなかでも、
樹齢50年以上の古
木「べにほまれ」の
新芽から丁寧につくられた最高グレードの商品とし
て「kiseki」があります。
　愛知県尾張旭市で開催（10月23日）された「国
産紅茶グランプリ2016」では金賞を受賞。歴史を
感じながらじっくり味わってみませんか。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
�
問 合 先　�亀山市環境産業部農政室　☎0595-84-5082
※�詳しくは、インターネットで「亀山市和紅茶」と
検索してください。

行政情報番組�きらめきこうか

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

小学生を対象にした学習情報番組を、あいコ
ムこうか１１チャンネルで放送しています。各
学年・教科のポイントを、わかりやすく１０分
ずつまとめています。ぜひご覧ください。

コーナー名��
放映日 １２月３日～１２月１０日 １２月１０日～１２月１７日

ふるさと甲賀
歴史探訪

特集
「このまちが好きだから�
～甲賀市信楽・地域お
こし協力隊～」

―

とびだせ！
ワクワク放送室 伴谷東小学校

エンディング 甲賀西保育園
きりんぐみ

甲賀北保育園
ぱんだぐみ

放送日 １１月２８日～１２月４日 １２月５日～１２月１１日 １２月１２日～１２月１８日

①10分 ６年生・国語 １年生・国語 ４年生・社会
本は心の道しるべ としょしつへいこう！ 地域の発展につくした人々

②10分 ２年生・生活 ３年生・算数 ２年生・算数
わたしの町のはっけん 小数 はこの形

③10分 ５年生・英語 ５年生・理科 ５年生・理科
What�do�you�want�? 流れる水のはたらき 電流が生み出す力

【平日／１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分

【休日／１日7回放送】１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）
　　　�（再放送　１９時３０分～２０時）

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容を変更する場合があります。

　甲賀市消防団では、火災時の出動はもちろん、風水害時の河川等
の見回りのほか、日常における消防設備の点検や啓発活動など、年間
を通してさまざまな消防団活動を行っています。
　中でも、信楽方面隊は、江戸時代以前の数百年前から続くといわれ
る、しがらき火まつりの警備に市民の生活を守る一環として毎年出動しています。
　市民にとって「陶器づくりに欠かせない火」、「生活や文化に欠かせない火」を敬い、火に関わる安全を願い、今

後も歴史ある地域の行事を守り続けていくために、地元に根付いた活
動を行っていきます。

消  防団活動 
　　  ピックアップ情報

信　楽
方面隊

　あなたも防火・防災への知識や技術を身に付け、地域の安心・
安全を守るため、消防団に入団しませんか。興味を持たれた方や、
入団を希望される方は、下記までお問い合わせください。

危機管理課　防災危機管理係　☎６５-０６６５／ ６３-４６１９
問い合わせ

▲しがらき火まつりでの警備

▲信楽方面隊の訓練

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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であいこうか DEAI 　
KOKA

 I N T E R V  I E W

▶�プロでの抱負は？
　１年目はけがをしない
体づくりをして、実戦経
験を積みたいです。球速
を上げることはもちろん、
球のキレも増して、真っす
ぐで押せる投手に成長し
たいです。先発ローテー
ション入りを期待されているので、その期待に応えられるよう１日
でも早く１軍に上がり活躍し、お世話になった方々に初勝利の報告
をしたいです。

真っすぐで勝負

甲賀健康医療専門学校

野球部　西
に し ぐ ち

口直
な お

人
と

選手

▲楽天の帽子をかぶり、プロへの意欲
をみせる西口投手

▲�自慢のストレート
を投げる西口投手

　１０月２０日のプロ野球ドラフト会議で東
北楽天ゴールデンイーグルスから１０位指
名を受けた甲賀健康医療専門学校の西口
選手にお話を伺いしました。

▶�高校卒業後甲賀健康医療専門学校を選んだ
理由と、この１年半で成長したことは？

　今までの生活とは違う野球漬けの生活に身を置
き、より自分が成長できると思い進学しました。
実際、授業以外はほとんど一日中野球漬けの生活
を送っています。この１年半で監督の教えや下半
身の強化により、高校時との球速は変わらなくて
もキレのある球が投げられるようになり、空振りを
とることができるようになりました。また、監督か
らは礼儀をはじめ感謝する気持ち、謙虚な気持ち
を教わり、人間的にも成長できました。

▶�指名された時の感想や指名順位については？
　楽天球団から１０位で指名をしていただいた瞬
間は跳びあがるほど嬉しかったです。正直、選
んでいただけるのか不安もありました。ドラフト
会議で指名がなかった場合、
もう１年学校に残って来年のド
ラフト指名を待つ考えもあり
ましたが、選んでいただいた
ので順位に関係なく、これか
らプロの世界でやっていくとい
う気持ちになりました。

　

新
名
神
高
速
道
路
甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
11
月
11
日
、

忍
者
が
浮
き
出
て
く
る
よ
う
に
見
え
る
絵
「
甲
賀
流
忍
者
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

忍
者
発
祥
の
地
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
建
物
正
面
に
高
さ
２
．７
メ
ー
ト
ル
、

横
４
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
り
線
で
は
、
屋
敷
の
塀
を
突
き
破
っ
た
忍
者
が
刀
を
振
り

下
ろ
す
姿
が
飛
び
出
し
て
見
え
、
下
り
線
に
は
屋
敷
内
で
忍
者

が
戦
い
、
手
裏
剣
が
飛
び
交
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
除

幕
式
の
後
、
観
光
客
は
早
速
、
迫
力
の
あ
る
絵
の
前
で
ポ
ー

ズ
を
と
る
な
ど
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

No.1

　多羅尾小学校の全校児童９人による伝統のオペレッタ
公演が１１月１２日、碧水ホールで行われました。
　２９年目となる今年の演目は、「運命を変える出会いと
分かちあい」をテーマにした、トミー・ウンゲラー原作
の「すてきな三にんぐみ」で、３人組の盗賊が親を亡く
した少女と出会い、少女の願いである家族をつくるた
め、国中から孤児たちを集めて家族をつくるというお話
です。
　６年生が選んだ原作をもとに、５、６年生３人が台本
を作り、夏休みも登校して道具作りを行いました。２学
期からは下級生も参加し、上級生の指導のもと公演ま
で日々練習に励みました。
　役になりきった児童たちの迫力のある演技に観客は
魅了されていました。

　第３０回の記念大会となる「２０１６あいの土山マラソ
ン」が１１月６日、土山体育館を発着とするコースで開
催され、フルマラソン、ハーフ合わせて約３０００人が出
場しました。
　参加者は、強い風にも負けず、沿道からの温かい声援
に励まされながら、広々とした大茶園など「あいの土山」
ならではの大自然を駆け抜けるコースを力走しました。
　今年は、甲賀警察署の署員３８人が初めて「ランニン
グポリス」として登場し、２人１組で３～５キロずつを走
りながらランナーたちが安全に走れるよう警備にあたっ
ていました。

　
ま
な
び
の
体
験
広
場
２
０
１
６
～
ひ
と
み
の
輝
く
甲
賀
っ
こ
ま

つ
り
～
が
11
月
３
日
、
忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
の
高
校
生
や
専
門
学
生
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
企
業
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
体
験
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
に
新
た
な
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
「
学

び
の
場
」
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。　

　

会
場
に
は
、
飾
り
も
の
づ
く
り
や
、
輪
ゴ
ム
銃
づ
く
り
な
ど

多
数
の
も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
手
で
作
品
を
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。

豊かな表現力で観客を魅了
多羅尾小学校　オペレッタ

声援を励みに力走
第３０回あいの土山マラソン

体
験
す
る
と
新
た
な
興
味
が
涌
い
て
く
る

ま
な
び
の
体
験
広
場
２
０
１
６

忍
者
が
飛
び
出
し
Ｐ
Ｒ

甲
南
Ｐ
Ａ　
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

▲下り線の忍者トリックアート

▲エンディングで勢揃いした児童たち ▲沿道の声援を受けながらスタートするランナー

▲高校生の指導を受けながら、実験する児童たち

No.2
No.4

No.3
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東西南北地域市民センター

　佐山小学校で、全校児童が自ら育てた満開の花壇
前で給食を楽しむ「お花見給食会」が行われました。
これは、同校が昭和 ５５ 年から参加している「フラワー・
ブラボー・コンクール」がきっかけで、毎年春と秋に
行う年中行事となっています。
　今年度の花壇は「幸せの鳥」というテーマで、滋
賀県教育委員会賞を受賞しました。全校児童が協力
し、大切に育て上げた花壇を囲んでの給食は、学年
の枠を超えて人間関係を深めるとともに、努力のあと
の感激を分かち合う学びの場となっています。

　今年度から毎週土曜日の午前中に、水口中央公民
館を会場として「夢の学習」が開催されています。
　小・中学生、親子を対象に、生活文化体験・自然体験・
社会貢献活動などができる場として多種多様な教室が
開催され、毎週多くの地域の方が参加されています。
プロ棋士を招いての囲碁教室や将棋やけん玉の体験
教室など、地域のみんなで知恵を出し合い工夫して開
催する教室に、参加者は目を輝かせて学んでいます。

　
秋
祭
り
が
10
月
1５
日
、
三み

上か
み

六ろ
く

所し
ょ

神
社
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
で
は
毎
年
、
秋
の
収
穫
を
神
様
に
感
謝
す
る
た
め
に
、
神
輿
が
地
域
内
の
隅

か
ら
隅
ま
で
練
り
歩
い
た
後
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
し
て
奉
納
相
撲
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
が
休
校
に
な
り
、
普

段
は
、
子
ど
も
の
声
が
少
な
い

静
か
な
鮎
河
地
域
で
す
が
、
こ

の
日
ば
か
り
は
、
他
地
域
か
ら

応
援
の
子
ど
も
た
ち
も
駆
け
つ

け
、
鮎
っ
子
た
ち
の
元
気
な
掛

け
声
が
笛
の
音
と
と
も
に
地
域

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
甲
南
中
部
自
治
振
興
会
の
事
業
で「
中
部
学
区
の
地
域
史
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
一
番
の
発
見
は
、
4５
年
ぶ
り
に
見
つ
か
っ
た
「
道
標
」

で
す
。

　
事
業
の
成
果
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
、「
野
田
歴
史
文
化
祭
」

を
開
催
し
、
道
標
の
展
示
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
さ
れ
た
方
は
、
初
め
て
目
に

す
る
村
の
歴
史
や
懐
か
し
い
写
真
な

ど
に
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
歴
史
に
ふ

れ
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
良
さ
を
知

る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

地域で創る土曜日　「夢の学習」
� ［綾野地域市民センター］

秋
祭
り
だ　

お
み
こ
し
ワ
ッ
シ
ョ
イ

�
［
鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

野
田
区
の
歴
史
に
触
れ
る

�

［
甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

花いっぱい笑顔いっぱい
� ［佐山地域市民センター］

▲荒木真子プロ棋士を招いて開催された囲碁教室

▲掛け声をかけながら神輿をひっぱる児童

▲�45年ぶりに見つかった野田
おくらの「道標」▲花壇を囲んでのお花見給食

　
「
土
と
手
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
お
く
ど
飯は

ん

は
、「
お

気
に
入
り
の
器
で
ご
飯
を
い
た
だ
く
幸
せ
」を
テ
ー

マ
に
、
信
楽
焼
の
土
鍋
（
羽
釜
）
を
使
っ
て
薪
の
炎

で
ご
飯
を
炊
き
上
げ
ま
す
。「
お
く
ど
」
と
は
、
か

ま
ど
の
こ
と
で
、
ま
ち
な
か
会
場
の
一
角
に
手
作

り
の
「
お
く
ど
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
が
使
っ
て
い
る
ご
飯
茶
碗
を
持
参
す
る
か
、

会
場
で
販
売
さ
れ
て
い
る
陶
芸
作
家
が
作
っ
た
ご

飯
茶
碗
を
購

入
す
る
と
、

無
料
で
炊
き

た
て
の
ご
飯

を
い
た
だ
け

ま
す
。
隣
の

席
に
い
た
子

ど
も
の
お

茶
碗
が
か

わ
い
か
っ

た
の
で「
と

て
も
素
敵

な
お
茶
碗
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
お

母
さ
ん
の
手
作
り
茶
碗
で
し
た
。

　
こ
の
日
、
お
く
ど
の
火
加
減
を
調
節
し
て
い
た

福ふ
く
や
ま山

淳じ
ゅ
んさ

ん
に
話
を
聞
く
と
、「
最
初
の
頃
は
失
敗

も
し
た
け
ど
、
今
は
気
温
や
風
が
ど
う
な
っ
て
い
て

も
、
お
い
し
い
ご
飯
が
炊
け
る
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。」
と
胸
を
張
り
ま
す
。
ご
飯
も
す
ぐ
に
炊
き
上

が
り
、
行
列
に
並
ん
で
待
っ
て
い
る
間
も
炊
き
立
て

の
お
い
し
い
匂
い
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
い
た
だ
く
順
番
が
回
っ
て
く
る
と
、
炊
き
立
て
の

新
米
ご
飯
の
上
に
お
焦
げ
も
の
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。お
か
ず
も
日
野
菜
の
漬
物
、ゴ
ー
ヤ
の
甘
辛
煮
、

た
ぬ
き
み
そ
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
、
奈
良
漬
、
こ

ん
に
ゃ
く
の
煮
物
、
万
願
寺
唐
辛
子
と
じ
ゃ
こ
炊
き

上
げ
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ど
れ
を
ご
は
ん
の
お
供

に
し
よ
う
か
目
移
り
し
た

の
で
、
好
き
な
お
か
ず
を

何
種
類
も
ご
飯
の
上
に
の

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
公
式
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
ま
ち
な
か
会
場
を
散
策
し
ま

し
た
。
ま
ち
な
か
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
は
、
道

案
内
の
テ
ン
ト
が
建
っ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
か
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
信
楽
町
内
の
保
育
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
が
絵

付
け
し
た
植
木
鉢
は
、
道
や
公
園
に
展
示
し
て
あ

り
、
楽
し
く
見
な
が
ら
散
策
で
き
ま
し
た
。
窯
元

散
策
路
は
、
上
り
坂
も
あ
り
、
足
腰
を
鍛
え
る
の

に
も
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
と
、ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
、

会
場
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
一

日
で
し
た
。

▲絵付けした植木鉢の展示

特派員のページ
こうかまちかど特派員

高
た か

井
い

　貴
た か

子
こ

  ま   ち   か   ど

信
楽
の
器
で
あ
っ
た
か
～
い
お
も
て
な
し

　
3
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
は
、
10
月
1
日
か
ら
会
期
中
の
23
日
間
に
わ
た
り

信
楽
町
内
７
つ
の
会
場
で
盛
り
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
、「
土
と
手
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
お
く
ど
飯は

ん

―
に
参
加
し
ま
し
た
。

▲土鍋の中をのぞく来場者

▲ご飯の上に、おかずがいっぱい

▲炊き立てのご飯をいただく来場者

お
気
に
入
り
の
器
で

�

ご
飯
を
い
た
だ
く
幸
せ

炊
き
立
て
ご
飯
に
お
か
ず
が
い
っ
ぱ
い

ま
ち
な
か
会
場
散
策
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥  料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法
受  申込受付日時等   〆  申込締切   問  問い合せ先   他その他情報のまど

information

税金の納め忘れのご確認を

　

お知らせ
家屋を取り壊した時は家屋
滅失申請書の提出を
　平成２９年度の家屋に対する固定
資産税は、平成２９年１月１日に存在
する家屋に課税します。そこで平成
２８年中に家屋を取り壊された場合
（予定されている場合を含む）には、
平成２８年１２月２８日（水）までに「家
屋滅失申請書」を提出してください。
申 �旧支所である土山、甲賀大原、甲

南第一、信楽地域市民センター
または税務課資産税係まで

※申請書は、市ホームページにも
掲載していますのでご利用くだ
さい。

※家屋滅失申請書を提出いただい
ても、不動産登記は滅失されま
せんのでご注意ください。

※法務局で家屋滅失の不動産登記
手続きをされた場合には提出し
ていただく必要はありません。

問  申  税務課　資産税係  
☎６５－０６８０／ ６３－４５７４

募　　集
市営住宅入居者募集
受 �１２月１日(木)～１２日(月)
　募集案内や申込書等は、１２月１
日から住宅建築課で配布します。
　また、市ホームページでもご覧
いただけます。
問  住宅建築課　公営住宅係  

☎６５－０６０９／ ６３－４６０１

甲賀ブランド認定物産・施設・催事募集
対 �市内に住所（法人、その他の団体に

内チラシをご覧ください。
問  申  文化スポーツ振興課  

☎８６－８０２３／ ８６－８３８０

相　　談
出張消費生活相談
　インターネットの普及等により新
しい詐欺や悪徳商法、多重債務、
架空請求などの消費者問題の相談
に応じます。　※申し込み不要
時 �１２月20日（火）１３時～１６時
所 �信楽開発センター　会議室F
内 �対応者／消費生活相談員
問  生活環境課 消費生活センター  

☎６５－０６８６／ ６３－４５８２

税理士による税務相談
時 �１２月１４日（水）１３時３０分～１６時
３０分（受付１６時まで）

所 �水口納税協会　３階　会議室
定 �予約制で先着６人（１人約３０分）
￥�無料　※要申込
問  申  水口納税協会  

☎６２－１１５１／ ６３－０１７３

「一人で悩まないで」 
少年センターにご相談を
不登校、いじめ、非行、不良行為、
交友関係、就労・就学　などにつ
いての悩みをご相談ください。
時 �月曜～金曜（祝日・年末年始を除

く）９時～１６時
方 �電話・メール
問  少年センター（水口中央公民館

別館２階）  
☎６２－６０１０  
k-syonen@city.koka.lg.jp

あっては主たる事業所の所在地）
を有している事業者および個人

方 �下記までお問い合わせください
￥�審査無料　〆 �１２月２８日（水）
※認定された場合、登録料などの

経費が必要
※詳細は、市ホームページまたは

下記まで
問  申  甲賀観光未来会議事務局(甲

賀市観光企画推進室  
☎６５‐０７０８／ ６３‐４０８７

古文書講座初級編「古文書を
読んでみよう」受講者募集
時 �平成29年1月5日（木）・19日
（木）、2月2日（木）・16日（木）　
全４回　１３時３０分～１５時

所 �甲南図書交流館視聴覚ホール
内 �初めて古文書を学ぶ方を対象に
「読み」に重点を置いた講座
講 �伊

い

藤
とう

誠
まさ

之
ゆき

（甲賀市史編さん調査員）
定 �先着４０人　￥�無料
※定員に満たない場合は、当日参

加も受け付けます。
方 �電話かFAXで下記まで。
問  申  甲賀市土山歴史民俗資料館
（月火休館・１０時～１７時）  
☎６６－１０５６／ ６６－１０６７

ニュースポーツ教室受講生募集
時 �平成２9年1月18日～2月22日

の毎週水曜日13時30分～15時
30分（全6回）　〆 �1月13日（金）

所 �甲南体育館
対 �市内在住・在勤・在学の18歳以上の方
定 �先着15人　￥�1,500円
※詳細は市内各体育館に設置の案

市税：滞納債権対策課　滞納対策係　☎６５-０６８１／ ６３-４５７４
県税：中部県税事務所　甲賀納税課　☎６３-６１０６／ ６3-０４３９

問い合わせ

　年末・年始のし尿くみとり及び家庭ごみの収集日は次の表のとおりです。
　なお、年末年始から１月末までの間は、通常月と比べ、回収品目・回収日が異なる場合があります。必ずごみカレ
ンダーでご確認ください。（ごみは午前８時までに決められた集積所にお出しください。）
　また、年末の臨時し尿くみとり、粗大ごみの戸別収集は非常に混み合いますので、希望される方は申込期限日ま
でに以下の業者へ申し込んでください。

年末・年始の

業者 年末
臨時申込期限日

年始
開始日 町 　地域

水口テクノス
（☎０７４８－６２－１９５９）

１２／９
（金）

１／５
（木）

水口 全域

信楽 長野
北新町、北出町、問屋町、陶生町、広芝町、東二本丸町、上二本丸町、
新二本丸町、みのりが丘町、大窯町、福島町、辻町、中町、馬場町、本町、
中出町、元町、末広町、焼屋町、旭町、ハイランド町、つくしが丘町

江田、神山、田代、畑
日映日野

（☎０７４８－５３－３９４１）
１２／８
（木）

１／５
（木）

土山 大野学区
甲賀 相模・大原市場を除く大原学区、油日学区、佐山学区
甲南 全域

ヒロセ
（☎０７４８－５２－０９４３）

１２／９
（金）

１／５
（木）

土山 大野学区を除く全域
甲賀 相模、大原市場
信楽 長野 愛宕町、材木町、大正町、新町、松尾町、南松尾町、栄町

小原地区、多羅尾地区、雲井地区、朝宮地区

町 業者 回収申込期限日
水口・信楽地域 ㈱水口テクノス（☎ 0748-62-5311） 12／９（金）

土山地域 ㈱ヒロセ（☎ 0748-52-0943） 12／21（水）正午
甲賀・甲南地域 ㈱日映日野（☎ 0748-53-3941） 12／15（木）

※直接、各地域の指定業者にお申し込みください。H２８年末粗大ごみ

H２８年末し尿くみとり

H２８年末年始家庭ごみ収集

生活環境課　廃棄物対策係
☎６５-０６９０／ ６３-４５８２

問い合わせ

町 地区（学区） 12／26 12／27 12／28 12／29 12／30 1／4 1／5 1／6 1／7
月 火 水 木 金 水 木 金 土

水
口

水口 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 資源ごみ※1
燃えないごみ※2 燃えるごみ

岩上 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ 資源ごみ※1
燃えないごみ※2 燃えるごみ

柏木 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ 燃えるごみ
綾野 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ

貴生川 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ 燃えるごみ

伴谷 廃プラスチック類 燃えるごみ 資源ごみ※1
燃えないごみ※2 燃えるごみ 燃えるごみ

土
山

鮎河・山内 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類
燃えるごみ・ペット
ボトル・発砲スチ
ロール・ライター

廃プラスチック類

土山 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 廃プラスチック類
大野 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 廃プラスチック類

甲
賀 全域 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類

甲
南

第２・希望ヶ丘 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
第１・第３・中部 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

信
楽

長野・西
江田・神山 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 発砲スチロール 廃プラスチック類 燃えるごみ

ペットボトル・古
紙類・スプレー
缶・乾電池・蛍
光管・ライター

田代・畑 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類 発砲スチロール 燃えるごみ 廃プラスチック類
ペットボトル・古
紙類・スプレー
缶・乾電池・蛍
光管・ライター

雲井・小原
朝宮・多羅尾 燃えるごみ 缶・廃食油・びん・

燃えないごみ※２ 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ 廃プラスチック類

エコステーション
開場日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不燃物処理開場日
（水口・土山・甲賀） ○ ○ ○

不燃物処理開場日
（甲南）※草木のみ ○

不燃物処理開場日
（信楽）※草木のみ ○※３ ○

甲賀広域行政組合
衛生センター搬入日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※１�資源ごみは、びん、缶、スプレー缶、乾電池、蛍光管、ペットボトル、廃食油、発泡スチロール、古紙類、ライターです。� (12/31～１/3は収集ありません）
※２�燃えないごみは、埋立・金属・小型電気製品です。
※３�臨時開場します。なお、事業用の陶器くずの受け入れも行います。

　年末年始の回収はごみの量が非常に多く、通常の回収時間・ルートを大幅に変更する可能性があり
ます。ごみを集積所に出される際には、必ず午前８時までに出していただきますようお願いします。

し尿くみとり、家庭ゴミの収集日程

　皆さんから納めていただく市税や県税は、福祉・教育など住
民の方々への身近な行政サービスに使われる大切な財源です。
　市と県では、１２月を「滞納整理強化月間」として、税の公
平な負担の観点から、一斉に滞納整理を行います。
　滞納している場合、給与・預貯金等の差押えや自宅の捜索
をすることがありますので、もう一度納め忘れがないかお確
かめください。
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥  料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法
受  申込受付日時等   〆  申込締切   問  問い合せ先   他その他情報のまど

information

催　　し
第５４回信楽中央病院健康塾
時 �１２月２１日（水）１４時～１６時
所 �信楽保健センター１階　定�約２０人
内 �講座「お尻と尿の悩み（痔・便秘・

尿もれ）」誰にも聞けない悩み…
これでスッキリ！

方 �電話・ＦＡＸ・直接申し込み　
〆 �１２月１４日（水）　￥�無料
講�病院スタッフ
問  申  信楽中央病院  

☎８２－０２４９／ ８２－３０６０

こうか冬の音楽祭
時 �１２月２３日（祝・金）13時開演
所 �忍の里プララ・甲南情報交流センター
￥�無料　全席自由
問  申  忍の里プララ・甲南公民館
（月曜休館）  
☎８６－３０３６／ ８６－８１１９

ジュニア・ダンス・フェスVol.5
時 �１２月２４日（土）１４時開演
所 �あいこうか市民ホール
内 �市内を中心に活動しているダン

スグループの合同発表会。� �
出演／D�fan�Studio・BOUNCE�
BACK�・Dance�studio� Line・
MIX�JAM　

￥�無料
問  あいこうか市民ホール（月曜休館） 

☎６２－２６２６／ ６２－２６２５

お知らせ
献血にご協力ください
時 �１２月９日（金）１０時～１２時３０分・
１３時３０分～１５時３０分

催　　し
観光ボランティアガイド研修会
　観光客に地域の魅力を発信する
観光ボランティアガイドを募集して
います。ガイドのスキルアップ研修
会を実施しますので、興味がある
方はぜひ、ご参加ください。
時 �１２月９日（金）１３時３０分～
所 �忍の里プララ（甲南公民館）
講 �鹿

か

島
しま

美
み よ こ

代子氏（ボイスクリエー
ション代表）

内 �講演「伝わる伝え方～ガイドとし
て役に立つことは～」

￥�無料　※申し込み不要
問  甲賀市観光協会  

☎６０－２６９０／ ６０－２３６２

第１０回甲南ふれあいじんけん寄席
時 �１２月１０日（土）１３時３０分開演～
１５時（１３時受付開始）

所 �忍の里プララ　大ホール　￥�無料
内 �講談：宝

たから

井
い

琴
きん

梅
ばい

・旭
きょくどう

堂南
なん

湖
こ

� �
落語：桂

かつら

鞠
まり

輔
すけ

問  甲南公民館（甲賀市人権教育推
進協議会　甲南支部）  
☎８６－３０３６／ ８６－８１１９

第５８回公立甲賀病院健康講座
時 �１２月１０日（土）１４時～１５時３０分
所 �公立甲賀病院　診療棟２階　講堂
内 �講演テーマ：いびきと睡眠時無

呼吸症候群　
￥�無料
講 �公立甲賀病院　耳鼻いんこう科

医長　入
いり

川
かわ

直
なお

矢
や

　
定 �１２０人
対 �地域住民の皆さん、医療従事者等

方 �下記まで電話・ＦＡＸ・直接申し込み
問  申  公立甲賀病院　地域医療連携部  

☎６２－０２３４／ ６２－５２７３

夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び

人
と

（天体観望会） 
「冬の大三角をみつけよう！」
時 �１２月１０日（土）１９時３０分～２１時３０分
所 �かふか生涯学習館　
定�先着２０人
内 �火星、天王星、海王星などの観望
方 �電話で下記まで　
〆�１２月９日（金）
※天候不良、申込者少数の場合は

中止します。
※十分な防寒対策をお願いします。
問  申  かふか生涯学習館  

☎８８－４１００／ ８８－５０５５

甲賀市人権教育連続セミナー第９回
時 �１２月１６日（金）１９時～２０時３０分
（受付１８時３０分から）
所 �信楽開発センター　￥�無料
内 �ひとり芝居「在日バイタルチェック」
講 �きむきがんさん（劇団　石

トル

）
対 �中学生以上　定 �先着１２０人
方 �電話・FAXで下記まで
※手話通訳・要約筆記あり
問  申  人権推進課　人権教育室  

☎７０－００２２／ ７０－３０１６

庄野真代クリスマスＬＩＶＥ
時 �１２月１７日（土）１４時開演
所 �あいの土山文化ホール
￥�【前売】一般３,０００円、１８歳以下
＆６５歳以上２,５００円� �
【当日】各５００円増

※全席指定、未就学児の入場不可。
他 �プレイガイド／あいの土山文化

ホール、あいこうか市民ホール、
忍の里プララ、アル・プラザ水口

問  申  あいの土山文化ホール（月曜休館） 
☎６６－１６０２／ ６６－１６０３

『親子ものつくり教室』 
第１回イルミスコープ（万華鏡）つくり
時 �１２月１８日（日）１０時～１２時
所 �くすり学習館
定 �親子２０組（４０人）　￥�無料
方 �電話・ＦＡＸで下記まで
※ＦＡＸの場合、住所、氏名、連絡先

を記載してください
〆 �１２月１１日（日）
問  申  くすり学習館  

☎８８‐８１１０／ ８８‐３１５４

滋賀大学オーケストラ出張コンサート
時 �１２月１８日（日）１４時３０分開演
所 �碧水ホール　￥�無料
内 �琵琶湖周航の歌ほか
問  あいこうかホール（月曜休館）  

☎６２－２６２６／ ６２－２６２５

甲賀市の医薬品製造業強化に
向けたシンポジウム
時 �１２月１９日（月）１3時30分～１6

時３０分
所 �立命館大学びわこ・くさつキャン

パス　ローム記念館
内 �総務省が実施した甲賀市の医薬

品製造業の強化についての調査
報告と関係者によるパネルディ
スカッション

￥�無料　方 �電話で下記まで
他 �主催：総務省・甲賀市�　後援：滋賀県
問  申  商工政策課  

☎６５－０７０９／ ６３－４０８７

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

甲賀市民スタジアム　12月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
ー ー ー 大会等の利用予定なし

多目的グラウンド　12月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

10・（13）土・（火）8:30～16:00 第6回県協会甲賀地区ふれあい交流グラウンド・ゴルフ大会
（13日予備日）

年間予約に供しない一般利用者のための確保日（3月分）のお知らせ 3月分利用申し込み締切日
野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 甲賀市陸上競技場 締切日 １月4日（水）
３月4日(土)・１9日(日) ３月4日(土)・19日(日) ３月19日(日) 抽選日 １月９日（月）

水口スポーツの森へ行こう　12月の催し

みなくち子どもの森�催し案内

◦�しぜんさんぽ(自然散歩)
　12月１７日(土)14時～15時
◦�まつぼっくりのクリスマスかざり
　12月18日(日)14時～15時
◦�館長が語る[冬の星空](展示解説)
　12月23日(金・祝)14時～15時
◦�森の生きものフィギア
　12月24日(土)9時30分～12時
◦�ミニ門松づくり
　12月25日(日)9時30分～12時
　場所／みなくち子どもの森

　対象／［しぜんさんぽ］は幼児から大人ま
で。［ミニ門松づくり］は小学4年生以上。
その他は小学1年生以上から大人向け

　参加費／［しぜんさんぽ］は無料。［館長
が語る］は入館料（大人200円・小中学
生100円）が必要。その他は行事により
1人50円～４00円

　申込／［しぜんさんぽ］［館長が語る］
は事前申込不要。その他は開催日の
2日前17時までにお申込みください
（定員制）。

１2月のイベント

問  みなくち子どもの森自然館　☎ 63-6712 ／ 63-0466

陸上競技場　12月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
ー ー ー 大会等の利用予定なし

所 �水口保健センター
内 �４００ml献血　※予約不要
持 �免許証や保険証など、本人確認

できるもの
問  健康推進課　健康医療政策係  

☎６５－０７０３／ ６３－４５９１  
滋賀県赤十字血液センター  
☎０７７－５６４－６３１１

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

県下各地で
無料相談会を開催中！

お問合せは☎０７７（５２７）５５４５まで
� （大津会場、草津会場）　

未来につなぐ相続登記
次世代の子どもたちのために

相続登記のお願い

滋賀県司法書士会
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「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ�� http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502�甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

火災 救急 救助 その他
甲賀市 57 2857 56 182
前年比 ＋11 ▲81 ＋7 ＋27

平成28年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （10月末現在）

『
ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
』

　
寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
季
は
、
電
気
ス
ト
ー

ブ
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
に
よ
る

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
を

安
全
に
使
用
す
る
た
め
、
左
記
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
今一度
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・�

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
な
ど
を
干
さ
な
い
。

・�ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
、
引
火
の
危
険
が
あ

る
も
の
は
使
用
し
な
い
。

・�

カ
ー
テ
ン
や
障
子
戸
な
ど
か
ら
は
離
し
て

置
く
。

・�

外
出
す
る
と
き
や
寝
る
と
き
は
完
全
に
火

を
消
す
（
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
）。

・�

ス
ト
ー
ブ
を
移
動
さ
せ
る
と
き
や
給
油
す

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

・�

給
油
し
た
と
き
は
、
燃
料
キ
ャ
ッ
プ
が
確

実
に
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

　
ス
ト
ー
ブ
は
、
使
い
方
を
誤
る
と
大
き
な

火
災
や
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
正
し
い
使

い
方
を
守
り
、
安
心
、
安
全
で
快
適
な
冬
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
左
記
の
U
R
L
で
は
、
ス
ト
ー
ブ

を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
製
品
か
ら
の
火
災

の
事
例
な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術

�

基
盤
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

→http://www.nite.go.jp/jiko/chuikanki/index.html

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
予
防
課

☎
６
３‐７
９
３
０
／

６
３‐７
９
４
０

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.koka-koiki.jp

問
い
合
わ
せ

　
『
甲
賀
市
史
』
第
8
巻
が
い
よ
い
よ
刊

行
。
甲
賀
市
発
足
を
契
機
と
し
て
開
始
し

た
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
12
年
の
歳
月
を

か
け
、
全
8
巻
の
刊
行
を
も
っ
て
完
結
し

ま
す
。

　

甲
賀
市
史
で
は
、
魅
力
あ
る
甲
賀
の
歴

史
文
化
を
、『
甲
賀
郡
志
』
や
旧
町
史
・

大
字
史
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
調
査
に

よ
って
新
た
に
判
明
し
た
情
報
を
積
極
的
に

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
大
正
15
年
の
甲
賀

郡
志
刊
行
か
ら
90
年
目
に
あ
た
る
今
年
。

甲
賀
の
新
た
な
自
治
体
史
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
な
る
よ
う
な
多
彩

な
内
容
と
な
って
い
ま
す
。

　

新
刊
の
第
8
巻
「
甲
賀
市
事
典
」
は
、

甲
賀
の
情
報
満
載
の
歴
史
事
典
で
す
。
内

容
は
3
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
部

「
地
域
編
」
は
、
市
内
の
各
地
域
・
大

字
ご
と
の
変
遷
や
文
化
財
、
景
観
の
ほ
か

特
色
あ
る
こ
と
が
ら
を
紹
介
す
る
も
の
で
、

身
近
な
地
域
の
こ
と
を
調
べ
る
手
が
か
り
と

し
て
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
第
二
部
「
事
項
編
」
で
は
、
甲
賀
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
な
ど
、
各
時
代
・
各
分

野
か
ら
選
ん
だ
項
目
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説

『
甲
賀
市
史
』完
結

第
８
巻「
甲
賀
市
事
典
」刊
行
間
近

し
た
も
の
で
、
甲
賀
忍
者
や
街
道
・
紫
香

楽
宮
な
ど
知
り
た
い
・
知
っ
て
ほ
し
い
事
項

約
１
０
０
項
目
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
第
三
部
「
便
覧
・
年
表
編
」
で
は
、
近

世
領
主
変
遷
・
近
代
以
降
の
行
政
変
遷
・

歴
代
表
・
指
定
文
化
財
・
施
設
・
人
口
・

山
河
な
ど
の
情
報
を
一
覧
化
、
総
年
表
も

つ
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
職
場

で
家
庭
で
活
用

で
き
る
甲
賀
の

歴
史
事
典
。
既

刊
分
と
あ
わ
せ

て
ぜ
ひ
お
手
元

に
お
備
え
く
だ

さ
い
。

※�

予
約
引
き
換
え
は
12
月
14
日
か
ら
で

す
。
ご
案
内
の
指
定
場
所
で
お
引
き
換

え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６‐８
０
７
５
／

８
６‐８
２
１
６

市

小
径

史
の

73

▲倉
くら
歴
ふ
道
みち
の草津線沿線

刊
行
記
念
講
演
会

日
時
／
12
月
11
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時
15
分

場
所
／
碧
水
ホ
ー
ル

内
容
／�

講
師
・
山や
ま

田だ

雄ゆ
う

司じ

氏
（
三
重
大
学
人

文
学
部
教
授
）�

�

演
題
・「
神
妙
奇
異
の
働
き
―
甲
賀

忍
者
の
実
像
に
迫
る
―
」

※�

参
加
料
無
料
・
申
込
不
要
。当
日
は
、市
史

第
8
巻
の
予
約
引
換
お
よ
び
先
行
販
売
を

行
い
ま
す
。

ただ今、登録会員募集中！（登録無料）
　人権についての学習や啓発等人権課題の解決に向けた活動を行ってい
る団体からの登録を随時募集しています。
　子育てを応援したい、子どもの学習を保障したい、この課題をなんとか
したい…。このような活動は、「人権尊重のまちづくり」につながっています。
　「うちの団体って登録できるかな？」と思われたら、ぜひ気軽にお問い合
わせください。
※登録に関するお問い合わせ、お申し込みは下記までお願いします。
　申込書は市ホームページからもダウンロードできます。

こうか市
し

民
みん

共
きょう

生
せい

ネットワークが誕生しました
　市内で活動するあらゆる団体が、分野の枠を超えて “つながり”、さま
ざまな人権課題の解決に向けた自主的な取り組みを進めます。

こうか市民共生ネットワーク事務局（人権推進課 人権教育室内）
〒５２８-００３２　甲賀市水口町八坂２-１８　☎７０-００２２／ ７０-３０１６
※月曜から土曜　９時から１６時まで相談を受け付けます。

問い合わせ・申し込み

もっとゆたかに
～人と人がつながり支え合う「共生社会」へ～

１２月３日～９日は
障害者週間
　障がい者週間では、障がい者
の福祉についての関心と理解を
深めるとともに、障がいのある方
が、社会、経済、文化その他あら
ゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的とし
ています。
　障害者週間期間中や期間前後
には市内で街頭啓発や障がい者
団体等のイベントが開催されます。

ふれ愛フェスタ２０１６
時 �１２月３日（土）１０時～１５時
所 �水口社会福祉センター

障がい福祉課　自立支援係
☎６５-０７０２／ ６３-４０８５

問い合わせ
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甲賀市の人口の推移

総数 91,826 （−41）人

男 45,669 （−10）人

女 46,157 （−31）人

世帯数 34,578 （+13）世帯

H28.10.31 現在　（ ）内は前月比

１２月の延長窓口は
６日、１３日、２０日、２７日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・税関
係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務があります
ので、対応できる内容については下記までお問い合わ
せください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
   ☎ 65‐0683 65‐6338

自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び

石
油
系
成
分
の
少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

広
報
�あ
い
こ
う
か

12
月1日

号
 【

N
o.275】�2016.12.1�発

行

問い合わせ　広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し
た
作
品
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

このコーナーでは、
セーフコミュニティに取り組む
市内の団体・企業を紹介していきます。

セーフ
コミュニティこうか

伸ばした手の先に
水口東中学校　２年　立

たつお か

岡伶
れ

菜
な

さん

みんな楽しそう
希望ヶ丘小学校　４年　青

あお

木
き

アキさん

どかんからスッポリ
綾野小学校　３年　小

こ

林
ばやし

紗
さ ら

來さん

■
情
報
の
漏
え
い
は
身
近
に
起
き
る

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
、
情

報
の
保
護
に
関
す
る
知
識
は
年
齢
に
関

係
な
く
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
社
会
は
、
完
全
で
も
安
全
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
個
人
情
報

を
提
供
す
る
際
に
注
意
し
な
い
と
自
分
た

ち
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
情
報
は
漏

え
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
身
近
に

使
っ
て
い
る
情
報
端
末
か
ら
で
も
情
報
漏

え
い
が
起
き
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。

■
子
ど
も
に
忍
び
寄
る
危
険

　
子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
で
通
信
対
戦

等
を
す
る
た
め
に
無
料
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が

あ
る
場
所
に
よ
く
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
に
流
行
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ゲ
ー
ム

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
の
ポ
ケ
ス
ポ
ッ
ト
へ
も

集
ま
り
ま
す
。

　
悪
意
の
あ
る
大
人
が
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
巧
妙
な
手
口
で
子
ど
も
を
呼
び
出
し
、

子
ど
も
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
防
犯
の
観
点
か
ら
も
子
ど
も
が

集
ま
り
や
す
い
ス
ポ
ッ
ト
を
把
握
し
て
お

く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
地
域
や
大
人
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
と
実
社

会
は
常
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識

し
、
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に
も
ネ
ッ
ト

社
会
と
向
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス

マ
ホ
な
ど
便
利
な
情
報
端
末
を
子
ど
も
か

ら
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、
自
制
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　希望ヶ丘学区自治振興会ではセーフコミュ
ニティ子どもの安全対策のモデル地区として、
「ネットいじめなどインターネット社会のトラブ
ルから子どもを守る」研修会を開催しました。
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希望ヶ丘学区自治振興会

お話を伺った吉田さん 希望ヶ丘学区で開催された研修会の様子


